フフ
巨大モグラの一撃にポーラがふっとばされた。ポーラは地面に叩きつけられて、苦しげな
声を(HPマイナス2)。そこへ襲いかかる巨大モグラ!もう、ポーラには余力がない!
ぼくはありったけの力をこめ、敵に向けてバットを振りおろした。
バキッ!バットは見事に命中。この一撃で巨大モグラは、あえなくダウンした。
「ネス、きっといいバットを買っておいたおかげね……:
「ほんと、あぶないところだったね」
ほくはそう言うと、立ち上がろうとしているポーラに手を差し出した。
ほくらは揃って首を横に振った。すると、溶岩の顔は、ふと眉を寄せる。
「ないのか～?それなら、1度山を降りて、グミ族の集落に行く途中の脇道へ行くといい」
しかたなくぽくらはいったん山を降り、さっき女の子のグミがやってきた脇道へと急いだ。
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ぼくはとっさにどせいさんにもらったはえみつを取り出した。するとぐちゃぐちゃは、

